
(57)【要約】

【課題】アンチロールのために要求される捩り剛性と、

走行中の車輪の側面の向きを維持するために要求される

曲げ剛性との確保を可能にし、かつ占有スペースが小さ

く、外観によって識別容易な、柔軟な後部懸架装置を提

供する。

【解決手段】車輪３を支持する、車両の車体構造部材に

対して横軸Ｙに平行な軸の周りに回動可能に連結された

、少なくとも２つの縦方向のアーム２を含んでなり、ア

ーム２は、少なくとも１つの領域において捩り変形可能

な横方向の連結部材８、１０によって連結された自動車

の後部懸架装置１において、連結部材８、１０の捩り変

形可能な領域は捩り継手１０からなり、捩り継手１０は

、横軸Ｙに平行なトーションバーによる引張り力で拘束

される、横軸Ｙに平行な軸の周りに回転可能な、玉付き

回転装置を含んでなる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 輪 を 支 持 す る 、 車 両 の 車 体 構 造 部 材 に 対 し て 横 軸 Ｙ に 平 行 な 軸 の 周 り に 回 動 可 能 に 連 結
さ れ た 、 少 な く と も ２ つ の 縦 方 向 の ア ー ム （ ２ ） を 含 ん で な り 、 上 記 ア ー ム （ ２ ） は 、 少
な く と も １ つ の 領 域 （ １ ０ ） に お い て 捩 り 変 形 可 能 な 横 方 向 の 連 結 部 材 （ ８ 、 １ ０ ） に よ
っ て 連 結 さ れ た 自 動 車 の 後 部 懸 架 装 置 に お い て 、 上 記 連 結 部 材 の 捩 り 変 形 可 能 な 領 域 （ １
０ ） は 、 上 記 横 軸 Ｙ に 平 行 な ト ー シ ョ ン バ ー （ １ ４ ） に よ る 引 張 り 力 で 拘 束 さ れ る 、 上 記
横 軸 Ｙ に 平 行 な 軸 の 周 り に 回 転 可 能 な 、 玉 付 き 回 転 装 置 （ １ １ 、 １ ３ ） を 含 ん で な る こ と
を 特 徴 と す る 自 動 車 の 後 部 懸 架 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 玉 付 き 回 転 装 置 （ １ １ 、 １ ３ ） は 、 円 形 の 底 部 （ １ ２ ） が 互 い に 対 向 す る ２ つ の 円 錐
状 の 固 定 ボ ッ ク ス （ １ １ ） を 含 ん で な り 、 上 記 円 形 の 底 部 （ １ ２ ） の 間 に 玉 軸 受 （ １ ３ ）
が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 自 動 車 の 後 部 懸 架 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 ト ー シ ョ ン バ ー （ １ ４ ） は 、 上 記 ト ー シ ョ ン バ ー （ １ ４ ） が 貫 通 す る 、 ２ つ の 上 記 円
錐 状 の 固 定 ボ ッ ク ス （ １ １ ） の 離 隔 し た ２ つ の 頂 部 の 間 に 、 ２ つ の 頂 部 を 結 ぶ 方 向 を 軸 方
向 と し て 配 置 さ れ 、 上 記 固 定 ボ ッ ク ス （ １ １ ） に 対 し て 回 転 し な い よ う に 取 り 付 け ら れ た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 自 動 車 の 後 部 懸 架 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 ト ー シ ョ ン バ ー （ １ ４ ） に 加 え ら れ る 引 張 り 力 及 び 捩 り 剛 性 を 調 整 す る こ と を 可 能 に
す る 調 整 手 段 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 自 動 車 の 後 部 懸 架 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 調 整 手 段 は 、 ボ ル ト （ １ ８ ） を 含 ん で な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 自 動 車
の 後 部 懸 架 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 固 定 ボ ッ ク ス （ １ １ ） は 上 記 ア ー ム （ ２ ） に 連 結 さ れ 、 上 記 ア ー ム （ ２ ） は 上 記 固 定
ボ ッ ク ス （ １ １ ） と 上 記 ア ー ム （ ２ ） と を 連 結 す る た め の 横 枝 部 材 （ ８ ） を 含 ん で な る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 自 動 車 の 後 部 懸 架 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 自 動 車 の 後 部 懸 架 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
【 特 許 文 献 １ 】 フ ラ ン ス 国 Ｆ Ｒ 　 ２ ８ ０ ２ ４ ６ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 フ ラ ン ス 国 Ｆ Ｒ 　 ２ ７ ９ ３ ７ ３ ６ 号 公 報
例 え ば 上 記 特 許 文 献 １ 、 ２ に は 、 自 動 車 の 車 体 の 構 造 部 材 に 、 横 （ 以 下 、 車 体 の 前 後 を 縦
、 左 右 を 横 、 上 下 を 垂 直 と い う 。 ） 方 向 の 軸 の 周 り に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 、 少 な く
と も ２ つ の 概 ね 縦 方 向 の 、 車 輪 を 支 持 す る ア ー ム を 有 し 、 ２ つ の ア ー ム は 捩 り 変 形 可 能 な
横 梁 に よ っ て 連 結 さ れ た 、 柔 軟 な 懸 架 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 横 梁 は 、 ２ つ の ア ー ム
間 の 連 結 と 架 装 の 剛 性 を 確 保 す る 働 き を す る 。 ア ー ム の Ｘ （ 縦 ） 軸 と Ｚ （ 垂 直 ） 軸 の 周 り
の 慣 性 は 、 主 と し て 車 両 の 質 量 と 自 動 車 の 性 能 と か ら 導 か れ る 、 剛 性 に 関 す る 荷 重 計 算 書
に よ っ て 定 め ら れ る 。 横 梁 は 、 一 般 に 溶 接 に よ っ て 側 方 の ア ー ム に 連 結 さ れ る 。 横 梁 の ア
ー ム へ の 接 続 個 所 は 、 剪 断 歪 の 作 用 を 受 け 、 横 梁 の 端 の 断 面 の 取 り 付 け に 起 因 す る 変 形 に
よ る 応 力 が 付 加 さ れ る の で 、 横 梁 の 捩 り に よ る 接 続 個 所 の 応 力 は 極 め て 大 き い 。 大 き な 応
力 を 受 け る 個 所 は 、 通 常 こ の 領 域 に 局 部 化 さ れ て お り 、 一 般 に ガ セ ッ ト プ レ ー ト を 溶 接 し
て 補 強 さ れ る 。 ガ セ ッ ト プ レ ー ト に よ っ て 、 剛 性 が 極 め て 高 い ア ー ム か ら 捩 り 変 形 可 能 な
横 梁 へ の 移 り 変 わ り を 調 整 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
横 梁 の 捩 り 剛 性 は 、 上 述 の 懸 架 装 置 に 求 め ら れ る ア ン チ ロ ー ル に 特 有 の 値 を 明 示 す る 荷 重
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計 算 書 の 要 求 を 、 単 独 で は 一 般 に 満 た す こ と は な く 、 一 般 に 付 加 的 な 捩 り 剛 性 を 横 梁 の 捩
り 剛 性 に 付 加 す る 。 捩 り 剛 性 を 付 加 す る 部 材 は 、 中 空 ま た は 中 実 の ア ン チ ロ ー ル バ ー の 形
状 を な し 、 溶 接 に よ っ て 側 方 の ア ー ム に 連 結 さ れ る 。 従 っ て 、 ア ー ム と 横 梁 の 断 面 と の 接
続 に よ っ て 既 に 大 き な 応 力 を 受 け て い る ア ー ム の 領 域 は 、 ア ン チ ロ ー ル バ ー の 捩 り の 応 力
を 更 に 受 け る こ と に な る 。 柔 軟 な 懸 架 装 置 は 、 積 載 量 と 方 向 転 換 に 応 じ て 支 持 す る こ と が
可 能 な 、 傾 斜 角 度 に よ っ て 第 １ に 有 効 性 が 判 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
横 ア ー ム の 間 に は 距 離 が あ る の で 、 ア ン チ ロ ー ル バ ー は 、 有 す る べ き 剛 性 に 応 じ て 、 剪 断
歪 に よ る 内 部 の 応 力 が 小 で あ る よ う な 直 径 を 有 す る 。 材 料 は 殆 ど 最 適 化 さ れ ず 、 装 置 の 質
量 は 大 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な 問 題 は 、 開 い た 断 面 の ア ン チ ロ ー ル バ ー か ら 構 成 さ れ た 従 来 の セ ッ ト を 、 中 空
の 変 化 す る 断 面 の ア ン チ ロ ー ル バ ー で 置 き 換 え る こ と に よ っ て 部 分 的 に は 解 決 さ れ て き た
。 こ れ ら の 新 し い 断 面 形 状 は 、 側 方 の ２ 本 の ア ー ム の 間 に 要 求 さ れ る 曲 げ 剛 性 と 捩 り 剛 性
を 最 適 化 す る こ と を 重 視 し て 選 定 さ れ る 。 こ の 断 面 形 状 は 、 ア ー ム に 溶 接 さ れ た 端 の 閉 じ
ら れ た 断 面 か ら 、 懸 架 装 置 の 中 央 部 の 捩 り 剛 性 が 小 さ い 部 分 へ 向 け て 急 激 に 変 化 す る 形 状
に 成 型 （ 鍛 造 成 型 ま た は 液 圧 成 型 ） さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し こ の よ う な 従 来 の 自 動 車 の 懸 架 装 置 に お い て は 、 型 式 に 応 じ て 必 要 な ア ン チ ロ ー ル
機 能 を 変 化 さ せ る た め に 、 ア ン チ ロ ー ル バ ー に 用 い ら れ る 材 料 の 厚 さ を 変 化 さ せ る が 、 断
面 が 一 旦 溶 接 さ れ る と 、 懸 架 装 置 の 変 更 の 識 別 を 可 能 に す る セ ッ ト の 計 量 は で き ず 、 こ れ
は 極 め て 実 際 的 で な く 、 混 乱 の も と で あ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 の 懸 架 装 置 に お け る 上 記 の 問 題 を 解 決 し て 、 ア ン チ ロ ー ル の た め に
要 求 さ れ る 捩 り 剛 性 と 、 走 行 中 の 車 輪 の 側 面 の 向 き を 維 持 す る た め に 要 求 さ れ る 曲 げ 剛 性
と の 確 保 を 可 能 に し 、 か つ 占 有 ス ペ ー ス が 小 さ く 、 外 観 に よ っ て 識 別 容 易 な 、 自 動 車 の 柔
軟 な 後 部 懸 架 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 目 的 を 達 成 す る た め の 、 本 発 明 の 自 動 車 の 後 部 懸 架 装 置 は 、 車 輪 を 支 持 す る 、 車 両 の
車 体 構 造 部 材 に 対 し て 横 軸 Ｙ に 平 行 な 軸 の 周 り に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ た 、 少 な く と も ２ つ
の 縦 方 向 の ア ー ム を 含 ん で な り 、 上 記 ア ー ム は 、 少 な く と も １ つ の 領 域 に お い て 捩 り 変 形
可 能 な 横 方 向 の 連 結 部 材 に よ っ て 連 結 さ れ た 自 動 車 の 後 部 懸 架 装 置 に お い て 、 上 記 連 結 部
材 の 捩 り 変 形 可 能 な 領 域 は 、 上 記 横 軸 Ｙ に 平 行 な ト ー シ ョ ン バ ー に よ る 引 張 り 力 で 拘 束 さ
れ る 、 上 記 横 軸 Ｙ に 平 行 な 軸 の 周 り に 回 転 可 能 な 玉 付 き 回 転 装 置 を 含 ん で な る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 場 合 、 上 記 玉 付 き 回 転 装 置 は 、 円 形 の 底 部 が 互 い に 対 向 す る ２ つ の 円 錐 状 の 固 定 ボ ッ
ク ス を 含 ん で な り 、 上 記 円 形 の 底 部 の 間 に 玉 軸 受 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た こ の 場 合 、 上 記 ト ー シ ョ ン バ ー は 、 上 記 ト ー シ ョ ン バ ー が 貫 通 す る 、 ２ つ の 上 記 円 錐
状 の 固 定 ボ ッ ク ス の 離 隔 し た ２ つ の 頂 部 の 間 に 、 ２ つ の 頂 部 を 結 ぶ 方 向 を 軸 方 向 と し て 配
置 さ れ 、 上 記 固 定 ボ ッ ク ス に 対 し て 回 転 し な い よ う に 取 り 付 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た こ の 場 合 、 上 記 ト ー シ ョ ン バ ー に 加 え ら れ る 引 張 り 力 及 び 捩 り 剛 性 を 調 整 す る こ と を
可 能 に す る 調 整 手 段 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た こ の 場 合 、 上 記 調 整 手 段 は 、 ボ ル ト を 含 ん で な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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ま た こ の 場 合 、 上 記 固 定 ボ ッ ク ス は 上 記 ア ー ム に 連 結 さ れ 、 上 記 ア ー ム は 上 記 固 定 ボ ッ ク
ス と 上 記 ア ー ム と を 連 結 す る た め の 横 枝 部 材 を 含 ん で な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 特 徴 及 び 利 点 は 、 添 付 図 面 を 参 照 す る 以 下 の 記 述 を 読 む こ と に よ っ て 明 ら か と な
る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ は 、 本 発 明 の １ 実 施 の 形 態 に よ る 自 動 車 の 後 部 懸 架 装 置 １ を 示 す 。 図 １ に 示 す 後 部 懸
架 装 置 １ は 、 そ れ ぞ れ 車 輪 ３ を 支 持 す る 、 左 右 の ２ 個 の 縦 方 向 の ア ー ム ２ を 含 ん で な る 。
各 ア ー ム ２ は 、 縦 方 向 の 軸 で あ る Ｘ 軸 に 概 ね 平 行 に 向 け ら れ 、 車 輪 の 心 棒 ５ か ら 、 緩 衝 装
置 ７ を 経 て 、 車 両 構 造 上 の 節 点 ６ へ 到 る 縦 枝 部 材 ４ と 、 横 方 向 の 軸 で あ る Ｙ 軸 方 向 に 向 け
ら れ 、 端 部 が 横 軸 Ｙ に 平 行 な 軸 の 周 り に 回 転 可 能 な 玉 付 き 回 転 装 置 を 含 ん で な る 捩 り 継 手
１ ０ に 連 結 さ れ た 、 横 枝 部 材 ８ を 含 ん で な る 。 ア ー ム ２ は 、 節 点 ６ に お い て 、 車 両 の 車 体
構 造 部 材 に 対 し て 横 軸 Ｙ に 平 行 な 軸 の 周 り に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。 捩 り 継 手 １ ０ と 横 枝
部 材 ８ が 横 方 向 の 連 結 部 材 を 構 成 し 、 ２ 個 の ア ー ム ２ は 連 結 部 材 を 介 し て 連 結 さ れ る 。 捩
り 継 手 １ ０ が 中 央 部 の 捩 り 変 形 可 能 な 領 域 を 形 成 す る 。 ア ー ム ２ は 、 軽 量 材 料 （ 例 え ば ア
ル ミ ニ ウ ム 材 料 ） の 型 打 ち 鍛 造 ま た は 鋳 造 に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 捩 り 継 手 １ ０ は 、 ２ 個 の 円 錐 状 の 固 定 ボ ッ ク ス １ １ を 含 ん で な り 、 固
定 ボ ッ ク ス １ １ は 、 嵌 合 、 ネ ジ 止 め 、 ま た は そ の 他 の 方 法 に よ っ て 、 ア ー ム ２ の 横 枝 部 材
８ の 先 端 へ 連 結 さ れ る 。 ２ 個 の 固 定 ボ ッ ク ス １ １ は 、 そ れ ら の 円 形 の 底 部 １ ２ を 介 し て 対
向 し 、 ２ つ の 底 部 １ ２ の 間 に は 玉 軸 受 １ ３ が 設 け ら れ 、 玉 軸 受 １ ３ が ２ 個 の 固 定 ボ ッ ク ス
１ １ の 互 い に 相 対 的 な Ｙ 軸 方 向 の 軸 の 周 り の 回 転 を 可 能 に す る 。 こ の 組 立 は 、 車 輪 の ア ー
ム に 対 し て 如 何 な る 外 力 が も た ら さ れ て も 、 各 転 動 軌 道 へ の 玉 の 永 久 的 な 接 触 を 可 能 に す
る 拘 束 の 下 に 実 施 さ れ る 。 こ の た め に 予 め 負 荷 さ れ る 荷 重 は 、 Ｙ 軸 に 平 行 に 設 け ら れ た ト
ー シ ョ ン バ ー １ ４ の 引 張 り 力 に よ っ て 与 え ら れ る 。 ト ー シ ョ ン バ ー １ ４ の 、 例 え ば 縦 溝 付
き の 拡 大 さ れ た 先 端 １ ５ は 、 円 錐 状 の 固 定 ボ ッ ク ス １ １ の 頂 部 に 形 成 さ れ た 軸 方 向 の 開 口
１ ７ に 面 し た 縁 １ ６ ′ に 支 え ら れ た ス リ ー ブ １ ６ の 中 に 回 転 し な い よ う に 固 定 さ れ る 。 同
様 に 、 ス リ ー ブ １ ６ も 、 ２ つ の ア ー ム ２ の 間 に 作 用 す る 捩 り が ト ー シ ョ ン バ ー １ ４ へ 全 て
伝 達 さ れ る よ う に 、 軸 方 向 の 開 口 １ ７ の 中 に 回 転 し な い よ う に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ト ー シ ョ ン バ ー １ ４ に 加 え ら れ る 引 張 り 力 と 捩 り 剛 性 を 調 整 す る た め の 、 ボ ル ト １ ８ を 含
ん で な る 調 整 手 段 を 設 け る 。 ボ ル ト １ ８ は 、 ス リ ー ブ １ ６ の キ ャ ッ プ 板 １ ９ を 通 し て 、 ト
ー シ ョ ン バ ー １ ４ の 先 端 １ ５ の 中 の ネ ジ 切 り さ れ 、 ト ー シ ョ ン バ ー １ ４ の 軸 方 向 に 形 成 さ
れ た 穴 ２ ０ へ 螺 入 す る 。 ボ ル ト １ ８ の 頭 部 は キ ャ ッ プ 板 １ ９ に よ っ て 支 持 さ れ る の で 、 ボ
ル ト １ ８ を ト ー シ ョ ン バ ー １ ４ の 穴 ２ ０ へ 螺 入 す る と 、 ト ー シ ョ ン バ ー １ ４ に は 軸 方 向 の
張 力 が も た ら さ れ 、 固 定 ボ ッ ク ス １ １ 及 び 玉 軸 受 １ ３ に は 圧 縮 力 が も た ら さ れ る 。 ボ ル ト
１ ８ を ト ー シ ョ ン バ ー １ ４ の 穴 ２ ０ へ 螺 入 す る た め に ボ ル ト １ ８ の 頭 部 に 加 え る ボ ル ト 締
め ト ル ク を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 ト ー シ ョ ン バ ー １ ４ の 引 張 り 力 と 捩 り 剛 性 並 び に 捩 り
継 手 １ ０ の 曲 げ 剛 性 が 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う に 、 懸 架 装 置 １ の 中 央 部 の 捩 り 継 手 １ ０ は 、 次 ぎ の ３ つ の 役 割 を 果 た す 。
１ ． ２ つ の ア ー ム ２ の 間 に お い て 、 Ｘ 軸 方 向 と Ｚ 軸 （ Ｘ 軸 と Ｙ 軸 に 直 交 す る 軸 ） 方 向 に 作
用 す る 剪 断 応 力 を 支 持 す る 。 玉 軸 受 １ ３ は 、 引 張 り 力 を 受 け て い る ト ー シ ョ ン バ ー １ ４ に
よ っ て 予 め 負 荷 さ れ る 荷 重 の 作 用 に よ っ て 剪 断 応 力 を 支 持 す る 。
２ ． Ｘ 軸 周 り の 曲 げ モ ー メ ン ト Ｍ ｘ と Ｚ 軸 周 り の 曲 げ モ ー メ ン ト Ｍ ｚ を 支 持 す る 。 玉 軸 受
１ ３ は 、 大 き な 直 径 （ １ 実 施 の 形 態 に お い て は 例 え ば 約 ８ ～ ９ ｃ ｍ ） 上 に 配 置 さ れ た 玉 と
転 動 軌 道 と の 間 の 接 触 応 力 の 分 布 に よ っ て こ れ ら の モ ー メ ン ト を 主 に 負 担 す る 。
３ ． Ｙ 軸 の 周 り の ２ つ の ア ー ム ２ の 間 の 相 対 的 な 運 動 へ 角 度 剛 性 （ ア ン チ ロ ー ル 剛 性 ） を
付 与 す る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 に よ る 装 置 は 特 に コ ン パ ク ト で 、 捩 り 継 手 １ ０ は 、 ２ ５ ｃ ｍ の オ ー ダ （ ト ー シ ョ ン
バ ー １ ４ が 機 能 す る 部 分 は 例 え ば ２ ０ ｃ ｍ ） の 軸 方 向 の 寸 法 と 約 ９ ｃ ｍ の 外 径 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ る 自 動 車 の 後 部 懸 架 装 置 お い て は 、 車 輪 を 支 持 す る 、 車
両 の 車 体 構 造 部 材 に 対 し て 横 軸 に 平 行 な 軸 の 周 り に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ た 、 少 な く と も ２
つ の 縦 方 向 の ア ー ム を 含 ん で な り 、 ア ー ム は 、 少 な く と も １ つ の 領 域 に お い て 捩 り 変 形 可
能 な 横 方 向 の 連 結 部 材 に よ っ て 連 結 さ れ た 自 動 車 の 後 部 懸 架 装 置 に お い て 、 連 結 部 材 の 捩
り 変 形 可 能 な 領 域 は 、 横 軸 に 平 行 な ト ー シ ョ ン バ ー に よ る 引 張 り 力 で 拘 束 さ れ る 横 軸 に 平
行 な 軸 の 周 り に 回 転 可 能 な 玉 付 き 回 転 装 置 を 含 ん で な る の で 、 ア ン チ ロ ー ル の た め に 要 求
さ れ る 捩 り 剛 性 は ト ー シ ョ ン バ ー に よ っ て 、 ま た 走 行 中 の 車 輪 の 側 面 の 向 き を 維 持 す る た
め に 要 求 さ れ る 曲 げ 剛 性 は ト ー シ ョ ン バ ー に よ る 引 張 り 力 で 拘 束 さ れ た 玉 付 き 回 転 装 置 に
よ っ て そ れ ぞ れ 確 保 さ れ 、 玉 付 き 回 転 装 置 は コ ン パ ク ト で あ る の で 占 有 ス ペ ー ス は 小 さ く
、 外 観 に よ る 識 別 は 容 易 で あ り 、 ま た 玉 付 き 回 転 装 置 は 捩 り 変 形 を 可 能 に す る の で 、 柔 軟
な 後 部 懸 架 装 置 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 後 部 懸 架 装 置 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 後 部 懸 架 装 置 の ア ー ム を 接 続 す る 捩 り 継 手 の 詳 細 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 後 部 懸 架 装 置
２ … ア ー ム
３ … 車 輪
４ … 縦 枝 部 材
５ … 車 輪 の 心 棒
６ … 節 点
７ … 緩 衝 装 置
８ … 横 枝 部 材
１ ０ … 捩 り 継 手
１ １ … 固 定 ボ ッ ク ス
１ ２ … 底 部
１ ３ … 玉 軸 受
１ ４ … ト ー シ ョ ン バ ー
１ ５ … 先 端
１ ６ … ス リ ー ブ
１ ６ ′ … 縁
１ ７ … 開 口
１ ８ … ボ ル ト
１ ９ … キ ャ ッ プ 板
２ ０ … 穴
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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